
お知らせ

元気いっぱい
園児たち

令
和
６
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

小
城
市
民
図
書
館
に
啓
発
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す

　
期
間
中
に
、
小
城
市
民
図
書
館
に

啓
発
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
男
女
共

同
参
画
に
関
連
し
た
本
を
紹
介
し
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

女
性
人
材
バ
ン
ク
登
録
者
を
募
集
し

て
い
ま
す

　
市
で
は
、
政
策
・
方
針
決
定
過
程

（
大
切
な
こ
と
を
決
め
る
場
・
審
議

会
）
へ
の
女
性
の
参
画
を
促
進
し
て

い
ま
す
。
小
城
市
の
女
性
の
審
議
会

へ
の
参
画
率
は
、３２
・
６
％
で
あ
り
、

委
員
１０
人
の
う
ち
女
性
は
３
人
と
い

う
現
状
で
す
。

　
審
議
会
で
の
多
様
な
視
点
を
担
保

す
る
た
め
に
も
、
あ
な
た
の
経
験
、

知
識
、
や
る
気
を
市
政
や
地
域
社
会

の
発
展
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
細
は
こ
ち
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

６月23日（月）から29日（日）までは「男女共同参画週間」です
問  企画政策課　☎37・6115

女性人材バンク　フロー図

人材バンク
登録者

企画政策課
地域づくり係 庁内各課

① 登録
④ 委員への
　 就任依頼

② 問い合わせ・閲覧申請

③ 紹介・推薦

「
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、

�

自
分
ら
し
く
」

令
和
７
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

※第３火曜日は行政相談と合同開催です。

　
市
で
は
、
第
４
次
小
城
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
さ
く
ら
プ
ラ

ン
）
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格

　
１８
歳
以
上
で
小
城
市
在
住
の
人

任
期

　
委
嘱
か
ら
２
年
間

謝
金

　
５
、１
０
０
円
／
回

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
を
郵
送
・
メ
ー
ル
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先

〒
８
４
５

−

８
５
１
１

（
市
役
所
専
用
番
号
）

小
城
市 

企
画
政
策
課  

宛

応
募
期
限　
６
月
30
日
㈪

審
査
・
選
考

　
書
類
を
審
査
し
、
結
果
を
本
人

に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他

　
会
議
に
際
し
、
一
時
保
育
を
利

用
で
き
ま
す
。

※�

応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
企
画
政
策
課
に
準
備
し

て
い
ま
す
。

男女共同参画審議会委員
を募集します

問 申  企画政策課　☎３７・６１１５

６月１日は
「人権擁護委員の日」です

問  人権・同和対策室　☎37・6136

常設人権相談
毎月 場所 時間

第１火曜日 市役所別館
（ゆめりあ北側）

13時30分～
15時30分第３火曜日

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
２４
年
６
月
１
日
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、毎
年
６
月
１
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
し
て
、
全
国
で
人
権

啓
発
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
が
、
年
間
を
通
じ
小

学
校
な
ど
で
の
人
権
教
室
や
、
商
業
施
設
の
街
頭

な
ど
で
人
権
啓
発
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
毎
月
２
回

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
や
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
は　
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う

に
活
動
し
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

5 小城市広報 2 0 2 5年6月号

お
知
ら
せ



お知らせ

　
皆
さ
ん
は
、「
外
来
種
」と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

外
来
種
と
は
、
人
間
の
活
動
に

伴
っ
て
、
そ
れ
ま
で
生
息
し
て
い
な

か
っ
た
場
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
生
き

物
で
す
。

　
持
ち
込
ま
れ
た
後
、
日
本
の
環
境

に
適
応
し
、
地
域
の
自
然
環
境
に
影

響
を
与
え
る
外
来
生
物
も
い
ま
す
。

　
外
来
種
の
ひ
と
つ
で
、
道
端
や
河

川
な
ど
で
鮮
や
か
な
黄
色
い
花
を
咲

か
せ
て
い
る
植
物
を
見
か
け
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
見
コ
ス
モ
ス

に
似
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
と
い
い
、
北
ア
メ
リ

カ
原
産
の
多
年
草
で
、
５
月
中
旬
か

ら
７
月
に
か
け
て
、
道
脇
や
河
川
な

ど
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
繁
殖
力

が
強
く
、
在
来
種
（
元
々
そ
の
地
域

に
い
る
生
物
・
植
物
）
を
駆
逐
し
辺

り
の
景
観
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う
性

質
を
持
っ
て
お
り
、
外
来
生
物
法
で

は
「
特
定
外
来
生
物
の
指
定
」
を
受

け
て
い
ま
す
。

 
外
来
種
が
引
き
起
こ
す
問
題

　

�　
外
来
種
の
侵
略
性
に
よ
り
生
態

系
な
ど
で
被
害
が
発
生
す
る
こ
と

を「
外
来
種
問
題
」と
い
い
ま
す
。

①�

生
態
系
へ
の
被
害

　

�

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
と
同
様
で
、 

在
来
種
が
追
い
や
ら
れ
る
な
ど
自

然
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②�

人
の
健
康
へ
の
被
害

　

�

毒
を
持
っ
て
い
た
り
、
か
ま
れ
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の

健
康
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

③�
農
林
水
産
へ
の
被
害

　

�

野
菜
や
果
物
、
漁
業
の
対
象
と
な

る
魚
な
ど
の
生
き
物
が
食
べ
ら
れ
、 

私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

か
わ
い
く
て
も

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
ア
ニ
メ
の
影
響

に
よ
り
ペ
ッ
ト
と
し
て
日
本
に
持
ち

込
ま
れ
た
後
に
、
飼
育
ケ
ー
ジ
か
ら

逃
げ
出
し
野
生
化
し
た
、
飼
い
き
れ

な
く
な
っ
て
捨
て
ら
れ
た
な
ど
、
日

本
各
地
で
繁
殖
し
て
小
城
市
内
で
も

目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
養

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
て
も

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な

ど
は
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
特
定
外
来
生
物
は
、

法
律
に
お
い
て
飼
育
、運
搬
、保
管
、

野
外
に
放
つ
行
為
な
ど
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。も
し
違
反
し
た
場
合
は
、

３
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
３
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
佐
賀
県
で
は
、
条
例
（
佐

賀
県
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
く
移
入
規
制
種
の
指

定
）
に
よ
っ
て
釣
り
上
げ
た
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
の
リ

リ
ー
ス
も
禁
止
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

外来種を知っていますか
問  環境課　☎37・6102

▲オオキンケイギク

外
来
種
被
害
予
防
３
原
則

～
侵
略
的
外
来
種
に
よ
る
被
害
を

予
防
す
る
た
め
に
～

①
入
れ
な
い

　

�

悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

外
来
種
を
自
然
分
布
域
か
ら
非

分
布
域
へ
「
入
れ
な
い
」

②
捨
て
な
い

　

�（
逃
が
さ
な
い
・
放
さ
な
い
・

逸
出
さ
せ
な
い
こ
と
を
含
む
）

　

�

飼
養
・
栽
培
し
て
い
る
外
来
種

を
適
切
に
管
理
し「
捨
て
な
い
」

③
拡
げ
な
い

　
（
増
や
さ
な
い
こ
と
を
含
む
）

　

�

既
に
野
外
に
い
る
外
来
種
を
他

地
域
に
「
拡
げ
な
い
」

　
こ
の
度
、
小
城
市
民
病
院
と
多
久

市
立
病
院
を
統
合
し
た
「
公
立
佐
賀

中
央
病
院
」
の
施
設
が
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
７
月
の
開
院
を
目
指
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
向
け
た
新
病
院
の
内
覧

会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
予
約
は

不
要
で
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

・
６
月
２１
日
㈯　
１３
時
～
１６
時

・
６
月
２２
日
㈰　
１０
時
～
１５
時

場
所　
公
立
佐
賀
中
央
病
院

　
　
　
（�

多
久
市
東
多
久
町
大
字 

別
府
３
５
６
２
番
地
）

※
雨
天
の
場
合
も
開
催
。

公立佐賀中央病院　一般内覧会のお知らせ
問  多久小城医療組合　☎20・0362

至唐津

至武雄・伊万里 至江北 至牛津

至三日月

至小城

長崎自動車道 東原庠舎東部校

JR唐津線

東多久駅

東多久駅前

羽佐間

古賀宿

古賀山

203

公立佐賀
中央病院
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お知らせ

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
指
定
ご
み
袋

な
ど
の
料
金
の
価
格
維
持
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
近
年
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
る
ご
み
処
理
費
用
の
増

加
、
指
定
ご
み
袋
作
製
に
係
る
原
材

料
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、
令
和
７
年

１０
月
１
日
か
ら
指
定
ご
み
袋
な
ど
の

価
格
を
改
定
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
今
後
も
ご
み
の
分

別
お
よ
び
減
量
化
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
※�

指
定
ご
み
袋
の
形
状
や
色
、
大
き

さ
な
ど
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

粗
大
ご
み
戸
別
収
集
手
数
料
は
、

令
和
７
年
１０
月
１
日
以
降
の
粗
大

ご
み
収
集
申
込
み
か
ら
、
新
た
に

１
戸
の
申
込
み
に
つ
き
５
０
０
円

の
料
金
が
追
加
で
発
生
し
ま
す
。

※�

戸
別
収
集
手
数
料
は
、
１
戸
の
申

込
み
に
対
し
て
発
生
し
ま
す
の
で
、 

１
個
申
請
さ
れ
て
も
５
個
申
請
さ

れ
て
も
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

※�

な
お
、
粗
大
ご
み
を
廃
棄
物
中
継

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
込
み
さ
れ
た

場
合
は
、
戸
別
収
集
手
数
料
は
発

生
し
ま
せ
ん
。詳

細
は
こ
ち
ら

　
市
で
は
、
自
主
的
に
資
源
物
回
収

を
行
い
、
ご
み
減
量
化
お
よ
び
再
資

源
化
に
意
欲
的
な
団
体
に
対
し
て
、 

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

対
象
団
体

　
市
内
の
住
民
の
み
で
構
成
さ
れ
る

営
利
を
目
的
と
し
な
い
市
内
団
体

（
行
政
区
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
な
ど
）

※�

事
前
に
環
境
課
へ
回
収
団
体
登
録

申
請
が
必
要
で
す
。

補
助
金
額

・�

新
聞
紙
、
雑
誌
、
雑※
紙
、
段
ボ
ー

ル
、
古
布
、
ア
ル
ミ
缶

　

�

… 

５
円
／
㎏

・
一
升
瓶
、
ビ
ー
ル
瓶

　

�

… 

５
円
／
本

※�

雑ざ
つ
紙が
み
と
は
、
お
菓
子
な
ど
の
紙
箱

や
包
装
紙
、封
筒
、は
が
き
、メ
モ

用
紙
な
ど
で
す
。
小
さ
な
雑
紙
や

不
揃
い
な
も
の
は
、
封
筒
や
紙
袋

に
入
れ
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
資
源
物
の
売
却
代
金
と
市
か
ら
の

補
助
金
が
団
体
の
収
入
と
な
り
、
そ

の
活
動
を
通
じ
て
住
民
同
士
の
交
流

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

令和７年１０月１日から指定ごみ袋などの価格を改定します
問  廃棄物中継センター　☎37・6145

資源物の団体回収を行ってみませんか
問 申  環境課　☎37・6102

品目
価格（税込）

改定前 改定後

燃えるごみ袋（大）10枚入り 400円 450円

燃えるごみ袋（中）10枚入り 250円 300円

燃えるごみ袋（小）10枚入り 150円 200円

粗大ごみ戸別収集手数料１戸につき － 500円

品目 数量 売却単価 売却代金① 補助単価 補助金額② 合計①+②

新聞紙 800kg ３円/kg 2,400円 ５円/kg 4,000円 6,400円

雑誌 800kg ３円/kg 2,400円 ５円/kg 4,000円 6,400円

段ボール 600kg ３円/kg 1,800円 ５円/kg 3,000円 4,800円

アルミ缶 200kg 80円/kg 16,000円 ５円/kg 1,000円 17,000円

合計 2,400kg − 22,600円 − 12,000円 34,600円

（売却代金と補助金の例）

〈処理手数料〉500円または1,000円/個
〈収集手数料〉500円/戸

粗大ごみ収集を依頼する場合

市に申込む
500円/個  シールをもらう
（※一部1,000円/個があります）

追加で、１戸につき収集手数料
500円が発生します。

シ
ー
ル
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改
正
戸
籍
法
が
令
和
７
年
５
月
２６
日
に

施
行
さ
れ
、
戸
籍
に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
が

記
載
さ
れ
ま
す
。
施
行
後
３
カ
月
以
内
に

本
籍
地
の
市
区
町
村
か
ら
氏
名
の
フ
リ
ガ

ナ
の
通
知
（
は
が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
通
知

の
フ
リ
ガ
ナ
が
正
し
い
場
合
は
、
届
出
を

し
な
く
て
も
通
知
の
と
お
り
戸
籍
に
記
載

さ
れ
ま
す
。
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
フ

リ
ガ
ナ
が
誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
施
行
後

１
年
以
内（
令
和
８
年
５
月
２５
日
㈪
ま
で
）

に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
フ
リ
ガ
ナ
の
届
出

に
手
数
料
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
届
出
を
し
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
罰
則
や

罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ガ
ナ
の
届
出
に
当

た
っ
て
法
務
省
や
市
区
町

村
に
金
銭
を
支
払
う
よ
う

要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

戸籍にフリガナが記載されます
問  法務省コールセンター（５月２６日㈪から受付）　☎0570・05・0310／市民課　☎３７・６１００

戸籍にフリガナが記載されます戸籍にフリガナが記載されます

法務省民事局

制度の詳細はこちら

戸籍制度マスコットキャラクター
「コセキツネ」

戸籍　フリガナ

令和7年5月26日から

フリガナの通知を
必ず確認しよう!
本籍地の市区町村長から
氏名のフリガナの通知が
送られてくるよ！

フリガナが誤っていたら
令和8年5月25日までに
届出をしてね！

戸籍に記載される
フリガナの通知書

フリガナが正しい場合 には
届出をしなくても通知のとおり
戸籍に記載されるから大丈夫！

　
６
月
１３
日
㈮
か
ら
、
次
の
行
政
区
の
一

部
が
供
用
開
始
区
域
（
下
水
道
を
使
用
で

き
る
区
域
）
と
な
り
、
家
庭
か
ら
の
生
活

雑
排
水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
行
政
区

　
三
日
月
町
の
本
告
・
久
米
・
甘
木

宅
内
排
水
設
備
工
事　
下
水
道
を
使
用
す

る
た
め
に
は
、
宅
内
排
水
設
備
工
事
が
必

要
で
す
。
市
が
指
定
し
て
い
る
「
排
水
設

備
指
定
工
事
店
」に
依
頼
し
、市
へ
届
け
出

を
行
っ
た
後
に
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

工
事
費
用　
宅
内
排
水
設
備
に
か
か
る
費

用
は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

補
助
制
度　
排
水
設
備
工
事
に
か
か
る
費

用
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う

に
、次
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

・�

下
水
道
等
宅
内
改
造
積
立
金
補
助
金
交

付
制
度

・�
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給
金
交

付
制
度

　
下
水
道
供
用

開
始
と
な
っ
た

区
域
内
の
家
庭

は
、
早
め
の
接

続
を
お
願
い
し

ま
す
。

公共下水道供用開始のお知らせ
問  下水道課　☎37・6122

クリーンますクリーンます 汚水ます汚水ます 汚水ます汚水ます 公共ます公共ます 本管本管
側溝側溝

官民
境界

官民
境界

道路道路

排水設備排水設備
（個人で設置、管理します）（個人で設置、管理します） （市が設置、管理します）（市が設置、管理します）

下水道下水道

任
用
期
間

　
令
和
７
年
７
月
１
日
～

　
令
和
８
年
３
月
３１
日

申
込
方
法

　

市
が
指
定
す
る
様
式

「
小
城
市
会
計
年
度
任
用

職
員
採
用
試
験
申
込
書
」

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ま
た
は
文
化
課
（
桜
城

館 

２
階
）
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

申
込
期
間

　
５
月
２０
日
㈫
～

　
６
月
１０
日
㈫

選
考
方
法

　
文
化
課
で
面
接
を

行
い
ま
す
。
日
時
や

場
所
な
ど
の
詳
細
は
、 

応
募
後
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

合
格
発
表

　
試
験
実
施
後
、
速

や
か
に
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

会計年度任用職員を募集します（文化課）
問  文化課（桜城館 ２階）　☎71・１１３２

職種 採用予定 主な業務内容 勤務条件 支給単位 報酬など 資格・免許などの条件 勤務場所

一般事務補助 １人 事務全般
月～金曜日のうち４日間
８時30分～16時45分
通勤手当有り（２㎞～）

月額
137,628円
翌月21日

払い

Excel、Wordなど
パソコンの基本操作が

できること
文化課

一般事務補助
（文化財調査

補助員）
１人

土器などの整理業務
土器などの

図面作成・製図業務

月～金曜日のうち３日間
８時30分～16時15分
通勤手当有り（２㎞～）

日額
7,975円
翌月15日

払い
図面作成や製図などの
細かな作業ができる人

募集職種・採用人数・業務内容・勤務条件

法務省
ホームページ

小城市
ホームページ

詳細はこちら
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お知らせ

　
災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と

し
て
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑

か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る
た

め
、
民
生
委
員
、
区
長
、
警
察
、
消

防
な
ど
へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

　
市
内
に
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人

で
、
主
に
要
介
護
１
か
ら
５
ま
で
の

認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
や
障
が

い
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

避難行動要支援者の登録にご協力ください
問  高齢障がい支援課　☎３７・６１０8

民生委員・児童委員
警察・消防
社会福祉協議会

自治会
自主防災組織

・避難時の安否確認
・避難時の避難支援

申請申請支援を希望される人
（高齢者・障がい者など）

避難支援者
（近隣の人など）

情報の共有情報の共有

地域地域

協
力

協
力

地域の助け合いが大切！

市役所市役所

　
市
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
田
ん

ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
主
に
市
内
の
上
流
地
区
に
お
い
て

田
ん
ぼ
ダ
ム
へ
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
取
り
組
み
を
継

続
し
、
小
城
市
全
体
で
浸
水
被
害
軽

減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
と
は　

　
田
ん
ぼ
の
排
水
口
に
切
り
込
み
の

入
っ
た
堰せ

き
板い
た
を
設
置
し
、
一
時
的
に

雨
水
を
貯
め
、
排
水
路
な
ど
の
急
激

な
水
位
上
昇
を
防
ぐ
こ
と
で
、
浸
水

被
害
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

田んぼダムに取り組んでいます
問  農村整備課　☎37・6127

市では災害時において、防災行政無線のほかに下記の方法で
情報配信を行っています。市民の皆さんの登録をお願いします。

気象警報や避難情報などの「災害情報」の提供を行います。
詳細は、防災対策課（ ☎37・6119 ）までお問い合わせください。

メール・電話・FAXを使った災害情報配信サービスを行っています。

防災行政無線の放送が聞こえなかった場合、放送から
３時間以内であれば電話で聞き直すことができます。

小城市防災行政無線が聞こえなかったら・・・

メールのみの場合は、下記のアドレスに空メールを送って登録できます。

☎73・9238

　 bousai.ogi-city@raiden2.ktaiwork.jp

利用するには
登録が必要です

災害への備え！！

全国消防
イメージ
キャラクター
「消太」

市LINE公式アカウントで、防災行政無線の放送内容を確認できます。

こちらからも登録できます▶

※友だち追加後にメニューの「受信設定」から「防災行政無線」を選択してください。
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お知らせ

国保へ加入する
退職日の翌日から14日以内に手続きをしてください。
◆必要書類
　・事業所が発行した資格喪失証明書
　　※扶養者がいない場合は離職票でも可
　・本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証など）
　・マイナンバーが分かるもの（世帯主および加入者すべて）
【問合せ・手続き先】　国保年金課　☎37・6101

任意継続被保険者制度に加入する
退職日の翌日から20日以内に手続きをしてく
ださい。（加入期間最長２年）
※�期限を過ぎると手続きができなくなります。
※�詳しい加入条件は、勤務先に
　ご確認ください。
【問合せ・手続き先】　
加入されている健康保険者

国保への切り替え手続きはお早めに！
問  国保年金課　☎37・6101

家族の扶養に入る
扶養に入れる条件は
家族の勤務先にお問
い合わせください。

試算後の加入をおススメします！
国保は前年の所得によって保険税が決まります。任意継続の保険料と国保
税の試算結果を参考に、どちらの健康保険に加入するかご検討ください。
【問合せ先】
・国保税の試算　　 ⇒ 税務課（☎37・6103）
・任意継続の保険料 ⇒ 全国健康保険協会佐賀支部（☎27・0611）
　　　　　　　　　　  または加入されている組合

退職などで職場の健康保険の資格を喪失した人は、健康保険の切り替え手続きが必要です。
（マイナンバーカードを保険証として利用されている人も手続きが必要です）

届出をしないと国保税は課税され続けます。
14日以内に手続きをしてください。
◆必要書類
・・社会保険資格取得日が分かるもの（全員分）
　・資格情報のお知らせ　・資格確認書
　・資格取得証明書　・マイナポータル保険証情報画面
・・国保の保険証または資格確認書
・・マイナンバーが分かるもの（世帯主および喪失者すべて）

就職などで職場の健康保険に加入する場合

市外に住所を移しても小城市の国保に継続して加
入できます。※毎年の届出が必要です。
◆必要書類
・・学生証の写しまたは在学証明書
　※４月から入学する人は入学が確認できるもの
・・国保の保険証または資格確認書
・・マイナンバーが分かるもの
　（世帯主および転出する学生）

学生で市外に転出する場合

自動的に切り
替わりません！
手続きが必要です。

・
バ
ス　
１
台

　
（
平
成
17
年
式
）

 

・
塵
芥
車　
１
台

　
（
平
成
20
年
式
）

 

申
込
受
付
期
間

　
５
月
２1
日
㈬
～

　
６
月
９
日
㈪

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
財
政
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市が所有する財産を一般競争入札により売却します
問 申  財政課　☎37・6117

退職などで職場の健康保険の資格を喪失した人

詳
細
は
こ
ち
ら
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お知らせ

勤
労
者
に
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
勤
労
者
の
た
め
の
貸
付
制
度
で
、 

教
育
・
出
産
・
医
療
・
介
護
・
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
生
活
資
金
に
利
用

で
き
ま
す
。

金
利　
年
利
２
・
０
％

　
　
　
（
固
定
・
保
証
料
別
）

融
資
限
度
額

　
３
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間　
１０
年
以
内

利
用
条
件

・�

市
内
在
住
の
勤
労
者
で
勤
続
年

数
１
年
以
上
の
人

・�

お
申
し
込
み
時
の
年
齢
が
満
１８

歳
以
上
で
、
８１
歳
の
誕
生
日
前

日
ま
で
に
完
済
で
き
る
人

・�

継
続
安
定
し
た
年
収
が
１
５
０

万
円
以
上
の
人

・�

世
帯
の
年
間
総
収
入
が
８
０
０

万
円
以
下
の
人

・�

保
証
機
関
の
保
証
が
得
ら
れ
る

人
保
証
人

　
保
証
機
関
の
保
証

申
込
先

　
九
州
労
働
金
庫
小
城
多
久
支
店

　
☎
72
・
３
１
３
１

小城市勤労者福利厚生ローン
のご案内

問  商工観光課　☎37・6129

介護保険負担割合証などの更新のお知らせ
問 申  佐賀中部広域連合 給付課　☎40・1134／高齢障がい支援課　☎37・6108

介護保険負担割合証 介護保険負担限度額認定証

対象者 要支援・要介護認定を受けている人や
事業対象者

介護保険施設に入所している人や
ショートステイを利用する人

証の色 白色　 ピンク色　

現在の有効期限 ７月31日（木） ７月31日（木）

更新の手続き
手続きは不要。
佐賀中部広域連合から新しい負担割合
証を郵送します。

８月以降も認定証が必要な場合は、６月２日（月）
〜30日（月）までに、佐賀中部広域連合または
高齢障がい支援課に更新の申請をしてください。

新しい証の到着 ７月中旬 ７月中旬

※�介護サービスを利用している人は、新しい負担割合証・負担限度額認定証をケアマネジャーやサービス事業者に提示してく
ださい。

保
険
料
率
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率

は
、
医
療
給
付
費
の
支
出
な
ど

の
動
向
を
踏
ま
え
て
２
年
に
１

度
見
直
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
率

は
次
の
と
お
り
で
す
。

後期高齢者医療保険料の
軽減基準が変わります

問  佐賀県後期高齢者医療広域連合　☎64・8476
国保年金課　☎37・6101

令
和
７
年
度

年
間
保
険
料
額

（
賦
課
限
度
額
８０
万
円
）

　
　

＝

均
等
割
額

（
５
７
、１
０
０
円
）

　
　
＋

�

所
得
割
額

（�

基
礎
控
除
後
の
総
所
得 

金
額
等
×
１１
・
０９
％
）

２割軽減
43万円＋56万円×被保険者数＋
10万円×（年金・給与所得者数－１） 以下

５割軽減
43万円＋30.5万円×被保険者数＋
10万円×（年金・給与所得者数－１） 以下

７割軽減
（基準の
  変更なし）

43万円＋
10万円×（年金・給与所得者数－１） 以下

所得が低い人に対する軽減基準の見直し
世帯の所得状況に応じて次表のとおり均等割額が軽減されます。
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お知らせ

　
令
和
７
年
度
か
ら
高
齢
者
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
対
象
者
に
は
４
月
に
、
は
が
き
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

接
種
期
限

　
令
和
８
年
３
月
３１
日
㈫

※�

期
限
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
接
種
を
希
望
す
る
人

①�

令
和
７
年
度
中
に
６５
、
７０
、
７５
、

８０
、
８５
、
９０
、
９５
、
１
０
０
歳
以

上
と
な
る
人
（
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
１１
年
度
ま
で
の
経
過
措
置
）

②�

接
種
日
に
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
で

あ
り
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が

あ
る
人

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

※�

た
だ
し
、
過
去
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
を
自
費
で
接
種
を
し
た
こ
と

が
あ
り
、
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種

を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類

　
次
の
1
、
2
の
い
ず
れ
か

1
生
ワ
ク
チ
ン
（
１
回
接
種
）

2
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
（
２
回
接
種
）

費
用
（
自
己
負
担
額
）

1
生
ワ
ク
チ
ン　
２
、５
０
０
円

2
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

　
６
、４
０
０
円
（
１
回
あ
た
り
）

※�

医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

生
活
保
護
受
給
者
に
は
費
用
免
除

が
あ
り
ま
す
。

助
成
回
数

　
ど
ち
ら
か
の
ワ
ク
チ
ン
に
限
り
、

生
涯
一
度
限
り
（
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

は
２
回
で
一
度
と
み
な
し
ま
す
）
と

な
り
ま
す
。

※�

令
和
７
年
度
対
象
の
人
は
、
現
時

点
で
は
、
来
年
度
以
降
の
補
助
の

対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
年

度
中
の
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も
の

・
本
人
確
認
書
類

・�

対
象
者
に
送
付
し
て
い
る
は
が
き

・
生
活
保
護
受
給
者
は
証
明
書

・�

６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人
は
身
体

障
害
者
手
帳

・
予
診
票
（
市
外
で
接
種
す
る
人
）

※�

市
内
の
医
療
機
関
に
は
予
診
票
を

準
備
し
て
い
ま
す
。

※�

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、医
療
機
関
へ
予
約
後
、

予
診
票
を
健
康
福
祉
課
、
各
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
民
課
各
出
張

所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

接
種
場
所

　
県
内
の
指
定
医
療
機
関

　
一
部
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
接
種
で
き
る
医
療
機
関
は
、 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

高齢者の帯状疱疹予防接種のお知らせ
問  健康福祉課　☎37・6106

〈令和７年度対象者〉
年齢 生年月日

65歳 昭和35年４月２日～
昭和36年４月１日生

70歳 昭和30年４月２日～
昭和31年４月１日生

75歳 昭和25年４月２日～
昭和26年４月１日生

80歳 昭和20年４月２日～
昭和21年４月１日生

85歳 昭和15年４月２日～
昭和16年４月１日生

90歳 昭和10年４月２日～
昭和11年４月１日生

95歳 昭和５年４月２日～
昭和６年４月１日生

100歳
以上

大正15年４月１日生
以前

　
令
和
７
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
対
象
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
対
象
者
に
は
６５
歳
に
な
る
月
に
、

は
が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

接
種
期
間

　
６５
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
１
年
間

※�

６６
歳
か
ら
は
全
額
自
己
負
担

　

�（
８
、０
０
０
円
程
度
）
と
な
り 

ま
す
。

対
象
者　
次
の
①
、②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
接
種
を
希
望
す
る
人

※�

た
だ
し
、過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン（
２３
価
ワ
ク
チ
ン
）を
自
費
・
公

費
問
わ
ず
接
種
を
し
た
こ
と
が
あ

る
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①�

接
種
日
に
６５
歳
の
人

②�

接
種
日
に
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
で

あ
り
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
が
い
が
あ
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

接
種
回
数　
１
回

費
用
（
自
己
負
担
額
）

　
２
、５
０
０
円

※�

医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

生
活
保
護
受
給
者
に
は
費
用
免
除

が
あ
り
ま
す
。詳

細
は
こ
ち
ら

高齢者の肺炎球菌予防接種のお知らせ
問  健康福祉課　☎37・6106
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お知らせ

　
妊
婦
の
風
し
ん
感
染
を
予
防
し
、

「
先※

天
性
風
し
ん
症
候
群
」の
発
症
を

防
ぐ
た
め
に
、
風
し
ん
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
を
助
成
し
ま
す
。

※�「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」と
は
、

妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
こ
と

で
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の

心
臓
・
目
・
耳
な
ど
に
障
が
い
を

起
こ
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

接
種
期
限

　
令
和
８
年
３
月
３１
日
㈫

対
象
者　
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②�

風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
妊
婦
の
同

居
者

※�

た
だ
し
、「
過
去
に
風
し
ん
の
抗
体

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
」

「
明
ら
か
に
１
回
で
も
風
し
ん
の

予
防
接
種
履
歴
が
あ
る
人
」「
検
査

で
確
定
診
断
を
受
け
た
風
し
ん
の

既
往
歴
が
あ
る
人
」
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

助
成
内
容

・�

風
し
ん
抗
体
検
査
の
費
用

・�

風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、
風
し

ん
抗
体
価
が
低
か
っ
た
人
の
予
防

接
種
の
費
用

助
成
回
数

　
１
人
１
回
の
み

助
成
方
法　

①�

こ
ど
も
家
庭
課
に
事
前
申
請
が
必

要
で
す
。

・
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
母
子
健
康
手
帳

・
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果

②�

申
請
後
、
医
療
機
関
に
予
約
し
、

受
診
票
ま
た
は
予
診
票
を
持
っ
て

受
診
し
ま
す
。

接
種
で
き
る
医
療
機
関

　
県
内
の
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
一
部
の
医

療
機
関
で
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
、
事
前

に
医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

赤ちゃんを先天性風しん症候群から守るために
問 申  こども家庭課　☎37・6107

　
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ

た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を

い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の

意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺

族
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、 

令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る

人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
一
人
の
遺
族
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

①�

令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③�

戦
没
者
等
の
父
母
、孫 

、祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

　

�（
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま

す
）

④�

前
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
甥
、
姪
な
ど
の
親

族
　

�（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
定
さ
れ
ま
す
）

支
給
内
容

　
額
面
２
７
５
、０
０
０
円

　
（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

請
求
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
～

　
令
和
１０
年
３
月
３１
日

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
二
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
）

請
求
に
必
要
な
書
類

　
健
康
福
祉
課
窓
口
で
配
布
す
る
書

類・
請
求
書

・
現
況
申
立
書

ご
準
備
い
た
だ
く
書
類

・
請
求
者
の
戸
籍
抄
本

・
本
人
確
認
書
類

・
そ
の
他
書
類

　
請
求
者
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
健
康

福
祉
課
地
域
福
祉
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第十二回特別弔慰金のお知らせ
問 申  健康福祉課　☎37・6106
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せ



　市民のニーズに応じた自主性の
ある行政サービスを安定して提供
できる財政基盤を築くためには、
一般的に「自主財源」の割合が高い
ほど望ましいと考えられています。
　市の歳入総額265億9,160万
円のうち、「自主財源」が占める割
合は100億9,063万円で37.9%、
「依存財源」が165億97万円で
62.1%となっており、国や県から
もらえるお金や借金に頼った構造
といえます。

　民生費（市民の生活と安定した社
会生活を保障するための経費）、教育
費（小・中学校、公民館事業などに
関する経費）など、その目的によって
分類した歳出となっています。

自主財源…市が自ら徴収することができるお金のこと。市税や施設の使用料、各種手続きの手数料など。
依存財源…国や県から交付されるお金や市の借金のこと。地方交付税や補助金、市債など。

※グラフの（　）内は構成比。構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。
※数字の単位未満は、四捨五入しており、合計の数字と内訳の計とが一致しない場合があります。

265億9,160万円令和７年度
予 算 総 額

（対前年度比プラス6.4％、16億957万円の増）
　令和７年度当初予算は、４月に市長の任期が満了すること
を踏まえ、支出が義務付けられている経費などを中心とした
「骨格予算」として予算編成しましたが、小城市民病院の閉院
に伴う経費などにより、前年度から増額となりました。

歳入

歳出

令
和
７
年
度

小
城
市予

算

防災行政無線維持管理運営事業
4億3,122万3千円

ひとりひとりの力を合わせて防犯・防災　安心して暮らせるまち
牛津川遊水地事業

2,776万9千円

・満神鉱害ポンプ排水施設維持管理事業
2億822万3千円

豪雨などによる内水の排水不良を原因とする水害を未然に防止するため、各排水機場ポンプ設備など
の改修工事を行います。

令和７年度の主な事業を紹介します
（小城市総合計画の政策別）

廃棄物中継センター施設整備事業
5,780万1千円

廃棄物中継センターの老朽化や安全性の低下を解消する
ため、必要な施設整備の実施設計などの業務を行います。

住みたい！と思う　笑顔が集まるキレイなまち1政策

市営住宅維持管理事業
1億4,941万6千円

市営住宅における良質な住環境を提供するため、西
新町団地の外壁等改修工事（２期）を行います。

4政策

2政策

定期予防接種事業（Ｂ類疾病）
8,265万7千円

個人の疾病の発症や重症化およびそのまん延を予防
するため、定期予防接種を実施します。令和７年度から
帯状疱疹定期予防接種を追加します。

みんなが健やかで　生きがいを感じるまち
生涯学習センター管理事業

7億5,021万4千円
市民交流・生涯学習の拠点施設としての環境を整える
ため、老朽化に伴う改修工事に合わせて、再生可能エ
ネルギー設備などを導入する工事を行います。

6政策

安全に　みんなが行き交うまち
橋りょう補修事業 1,855万円
交通の円滑化を図るため、老朽化している橋りょうの補修工事や架け替え工事などを
行っており、令和７年度は橋りょう架け替えに伴う家屋事後調査業務を行います。

子どもの医療費助成事業
2億3,898万3千円

疾病の早期発見と治療を促進し、子どもの保健の向
上と福祉の増進を図るため、子どもの医療費を助成
します。令和７年度から対象年齢を18歳年度末まで
に拡充します。

子どもが自分らしく　笑顔で育っていけるまち
こども家庭センター運営事業

765万5千円
すべての子どもとその家庭および妊産婦らに関し、
切れ目のない包括的な支援の充実を図るため、こど
も家庭センターを設置します。

10政策

風水害、火災などの防災・減災情報や市民生活に関わる行
政情報などを市民へ迅速に情報伝達するため、デジタル
防災行政無線（同報系）システムの整備工事を行います。

国が実施する牛津川遊水地整備にあたり、家屋
移転が必要となることから、集団移転先となる
代替地周辺道路などの改修工事を行います。

放課後児童健全育成事業 2億2,190万2千円
保護者が仕事と子育ての両立ができ、また放課後に児童が安全で
健やかに過ごせる居場所を提供するため、令和７年度は放課後児
童クラブを芦刈観瀾校に１クラブ増設するとともに、学校敷地外
にある桜岡第４クラブを学校敷地内に整備します。

小学校施設改善事業
1億9,973万4千円

小学校施設の環境改善を図るため、
岩松小学校の屋根・外壁改修工事を
行います。

・芦刈鉱害排水機場維持管理事業
2億1,403万5千円

今年度の主な事業

歳入
265億
9,160万円

交通安全対策
特別交付金

691万円（0.0％）

環境性能割交付金
1,671万円（0.1％）

寄附金
13億4,831万円（5.1％）

分担金及び負担金
1億3,561万円（0.5％）

県支出金
19億194万円

（7.2％）

繰越金
1億円（0.4％）

繰入金
30億547万円（11.3％）

諸収入
4億2,995万円（1.6％）

使用料及び手数料
1億7,023万円（0.6％）

国庫支出金
40億4,603万円

（15.2％）

財産収入
1億9,586万円（0.7％）

市債
19億3,940万円

（7.3％）

地方消費税交付金
11億4,945万円（4.3％）

地方譲与税
1億6,260万円（0.6％）

予備費
3,000万円（0.1％）

労働費
918万円
（0.0％）

公債費
23億9,892万円

（9.0％）

災害復旧費
4億8,962万円

（1.8％）

商工費
2億3,290万円

（0.9％）

農林水産業費
10億1,097万円

（3.8％）

議会費
2億251万円
（0.8％）
総務費
26億4,818万円
（10.0％）

民生費
88億922万円
（33.1％）

教育費
32億5,064万円

（12.2％）

土木費
16億7,002万円

（6.3％）

衛生費
45億5,679万円
（17.1％）

消防費
12億8,266万円

（4.8％）

市税
47億520万円
（17.7％）

地方交付税
71億円
（26.7％）

諸支出金
1千円（0.0％）

配当割交付金
2,157万円（0.1％）

法人事業税交付金
6,765万円（0.3％）

株式等譲渡所得割交付金
3,660万円（0.1％）

地方特例交付金
4,955万円（0.2％）

利子割交付金
258万円（0.0％）

歳出
265億
9,160万円
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　市民のニーズに応じた自主性の
ある行政サービスを安定して提供
できる財政基盤を築くためには、
一般的に「自主財源」の割合が高い
ほど望ましいと考えられています。
　市の歳入総額265億9,160万
円のうち、「自主財源」が占める割
合は100億9,063万円で37.9%、
「依存財源」が165億97万円で
62.1%となっており、国や県から
もらえるお金や借金に頼った構造
といえます。

　民生費（市民の生活と安定した社
会生活を保障するための経費）、教育
費（小・中学校、公民館事業などに
関する経費）など、その目的によって
分類した歳出となっています。

自主財源…市が自ら徴収することができるお金のこと。市税や施設の使用料、各種手続きの手数料など。
依存財源…国や県から交付されるお金や市の借金のこと。地方交付税や補助金、市債など。

※グラフの（　）内は構成比。構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。
※数字の単位未満は、四捨五入しており、合計の数字と内訳の計とが一致しない場合があります。

265億9,160万円令和７年度
予 算 総 額

（対前年度比プラス6.4％、16億957万円の増）
　令和７年度当初予算は、４月に市長の任期が満了すること
を踏まえ、支出が義務付けられている経費などを中心とした
「骨格予算」として予算編成しましたが、小城市民病院の閉院
に伴う経費などにより、前年度から増額となりました。

歳入

歳出

令
和
７
年
度

小
城
市予

算

防災行政無線維持管理運営事業
4億3,122万3千円

ひとりひとりの力を合わせて防犯・防災　安心して暮らせるまち
牛津川遊水地事業

2,776万9千円

・満神鉱害ポンプ排水施設維持管理事業
2億822万3千円

豪雨などによる内水の排水不良を原因とする水害を未然に防止するため、各排水機場ポンプ設備など
の改修工事を行います。

令和７年度の主な事業を紹介します
（小城市総合計画の政策別）

廃棄物中継センター施設整備事業
5,780万1千円

廃棄物中継センターの老朽化や安全性の低下を解消する
ため、必要な施設整備の実施設計などの業務を行います。

住みたい！と思う　笑顔が集まるキレイなまち1政策

市営住宅維持管理事業
1億4,941万6千円

市営住宅における良質な住環境を提供するため、西
新町団地の外壁等改修工事（２期）を行います。

4政策

2政策

定期予防接種事業（Ｂ類疾病）
8,265万7千円

個人の疾病の発症や重症化およびそのまん延を予防
するため、定期予防接種を実施します。令和７年度から
帯状疱疹定期予防接種を追加します。

みんなが健やかで　生きがいを感じるまち
生涯学習センター管理事業

7億5,021万4千円
市民交流・生涯学習の拠点施設としての環境を整える
ため、老朽化に伴う改修工事に合わせて、再生可能エ
ネルギー設備などを導入する工事を行います。

6政策

安全に　みんなが行き交うまち
橋りょう補修事業 1,855万円
交通の円滑化を図るため、老朽化している橋りょうの補修工事や架け替え工事などを
行っており、令和７年度は橋りょう架け替えに伴う家屋事後調査業務を行います。

子どもの医療費助成事業
2億3,898万3千円

疾病の早期発見と治療を促進し、子どもの保健の向
上と福祉の増進を図るため、子どもの医療費を助成
します。令和７年度から対象年齢を18歳年度末まで
に拡充します。

子どもが自分らしく　笑顔で育っていけるまち
こども家庭センター運営事業

765万5千円
すべての子どもとその家庭および妊産婦らに関し、
切れ目のない包括的な支援の充実を図るため、こど
も家庭センターを設置します。

10政策

風水害、火災などの防災・減災情報や市民生活に関わる行
政情報などを市民へ迅速に情報伝達するため、デジタル
防災行政無線（同報系）システムの整備工事を行います。

国が実施する牛津川遊水地整備にあたり、家屋
移転が必要となることから、集団移転先となる
代替地周辺道路などの改修工事を行います。

放課後児童健全育成事業 2億2,190万2千円
保護者が仕事と子育ての両立ができ、また放課後に児童が安全で
健やかに過ごせる居場所を提供するため、令和７年度は放課後児
童クラブを芦刈観瀾校に１クラブ増設するとともに、学校敷地外
にある桜岡第４クラブを学校敷地内に整備します。

小学校施設改善事業
1億9,973万4千円

小学校施設の環境改善を図るため、
岩松小学校の屋根・外壁改修工事を
行います。

・芦刈鉱害排水機場維持管理事業
2億1,403万5千円

今年度の主な事業

歳入
265億
9,160万円

交通安全対策
特別交付金

691万円（0.0％）

環境性能割交付金
1,671万円（0.1％）

寄附金
13億4,831万円（5.1％）

分担金及び負担金
1億3,561万円（0.5％）

県支出金
19億194万円

（7.2％）

繰越金
1億円（0.4％）

繰入金
30億547万円（11.3％）

諸収入
4億2,995万円（1.6％）

使用料及び手数料
1億7,023万円（0.6％）

国庫支出金
40億4,603万円

（15.2％）

財産収入
1億9,586万円（0.7％）

市債
19億3,940万円

（7.3％）

地方消費税交付金
11億4,945万円（4.3％）

地方譲与税
1億6,260万円（0.6％）

予備費
3,000万円（0.1％）

労働費
918万円
（0.0％）

公債費
23億9,892万円

（9.0％）

災害復旧費
4億8,962万円

（1.8％）

商工費
2億3,290万円

（0.9％）

農林水産業費
10億1,097万円

（3.8％）

議会費
2億251万円
（0.8％）
総務費
26億4,818万円
（10.0％）

民生費
88億922万円
（33.1％）

教育費
32億5,064万円

（12.2％）

土木費
16億7,002万円

（6.3％）

衛生費
45億5,679万円
（17.1％）

消防費
12億8,266万円

（4.8％）

市税
47億520万円
（17.7％）

地方交付税
71億円
（26.7％）

諸支出金
1千円（0.0％）

配当割交付金
2,157万円（0.1％）

法人事業税交付金
6,765万円（0.3％）

株式等譲渡所得割交付金
3,660万円（0.1％）

地方特例交付金
4,955万円（0.2％）

利子割交付金
258万円（0.0％）

歳出
265億
9,160万円
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